
年
京
且
平
賀
加
賀
に
侵
入
の
伐
に
、『
加
到
の
住
人
井

家
一
一
郎
範
方
十
七
騎
の
勢
に
て
、
線
上
り
の
松
の
強

ま
で
返
合
々
々
十

一
度
ま
で
蜘
叫
ん珂
に
臓
ひ
け
る
が
、

大
勢
に
被
取
締
て
範
方
終
に
討
れ
り
け
り
。
』
と
あ

る
o
叉
義
経
記
程
七
に
は
、『
判
官
そ
の
日
篠
原
に
泊

b
給
ひ
、
明
〈
れ
ば
刷
州
際
別
指
釘
慌
が
手
塚
太
郎
光

同
日
に
討
た
れ
け
る
成
舎
の
他
を
見
て
、
安
宅
の
渡
を

越
え
て
根
上
の
訟
に
者
き
給
ふ
。
是
は
白
山
椴
現
に

ほ
っ
せ
を
手
向
〈
る
雌
な
り
。
い
ざ
や
白
山
を
奔
ま

ん
と
て
、
岩
本
の
十
一
一
回
観
音
に
御
通
夜
あ
り
。
』
と

見
え
、
そ
の
ほ
っ
せ
は
法
施
で
、
板
上
，
松
の
樹
下

に
白
山
の
謡
界
所
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
こ
の
根

上
松
は
能
柴
抑
制
上
村
に
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
が
、

越
管
到
三
州
志
に
は
、『
今
能
楽
部
板
津
郷
内
に
線
上

村
と
い
ふ
あ
り
。
共
村
抽
出
な
る
高
坂
村
の
上
に
根
上

松
一
抹
あ
り
。
甚
だ
老
樹
に
し
て
税
形
制
幅
削
、
土
を

奴
あ
が
る
こ
と
最
高
く
、餓
制
を
飾
け
た
る
が
如
L
。

是
必
ず
い
に
し
へ
よ
り
の
制
上
松
な
る
べ

L
。
』
と
し

て
居
。
、
そ
れ
で
も
義
絞
記
に
安
宅
渡
を
越
え
て
と

い
っ
た
地
理
に
泊
っ
て
居
る
。
併
L
明
智
記
に
、『永

勝
入
年
五
周
光
秀
加
州
山
代
の
訓
岡
市
市
へ
入
湯
L
、
夫

よ
り
湖
越
の
総
務
。
絞
者
見
物
し
け
る
に
云
々
。
満

期
の
越
え
て
や
洗
ふ
あ
ら
か
ね
の
土
も
あ
ら
は
に
あ

ら
か
ね
の
松
。
』
と
あ
る
の
は
、
越
前
誌
に
潮
越
に
広

妹
の
松
あ
り
。
共
の
一
を
御
所
松
、
二
を
駅
務
松
、

三
を
膝
突
松
、
聞
を
乱
桂
、
況
を
千
民
法
と
務
す
る

も
の
L
こ
と
で
、
能
業
部
の
枚
上
訟
と
は
全
〈
別
物

る
ば
か
り
で
あ
る
。
越
青
白
三
州
芯
に
は
以
上
松
を
、
一

根
上
の
隣
邑
高
坂
に
在
っ
た
と
す
る
が
、
そ
の
向
坂

一

に
も
高
坂
白
髭
紳
祉
の
外
に
枇
隙
tv-
存
せ
ぬ
。

一

ネ
ア
ガ
リ
ヤ
力
主
寝
上
館

石

川
梢
上
前
町
に

一

在
っ
た
。
従
永
誌
に
、
位
上
市
左
術
門
の
時
跡
で
あ
一

る
と
起
す
る
。
市
左
衛
門
は
能
楽
部
以
上
か
ら
出
た

一

人
で
あ
ら
う
。

一

ネ
キ

根
木

肌
京
都
南
北
郷
に
邸
す
る
師
同
研
。

一

ネ
キ
ガ
ハ

根
木
川

以
表
部
脱
水
筒
境
か
ら
.
流

一

出
L
、
同
穏
で
携
に
入
ろ
。
疏
科
凹
粁
許
。

一

ネ
コ
ガ
ダ
ケ
猫
ヶ
銭
珠
洲
術
的
間
部
前
の
西

一

方
の
山
。
高
さ
回
二
=
米
。
地
代
第
三
紀
H

町。

一

ネ
コ
ジ
マ
猫
島
能
楽
郡
賂
添
附
近
に
忘
る
地

一

名
。
金
子
有
裂
の
白
山
遊
覧
阿
記
に
、
尾
添
原
の
東

一

花
に
在
っ
て
、
築
家
・
縦
識
狼
祁
甚
だ
し
く
、
野
抑
制
穴
一

腕
L
、
央
気
品
そ
撲
っ
て
近
づ
く
脅
得
ぬ
と
あ
る
。

一

ネ
コ
ジ
ヤ
マ

猫
地
山

J
ナ
ラ
ジ
ヤ
マ
的
地

一

山
。ネ

コ
ヅ
カ
猫
塚

金
保
法
船
寺
の
邸
内
に
在
る

酬
明
惑
で
、
も
と
石
山
昨
が
あ
っ
た
が
、
今
は
小
地
抑
制
を

安
閉
山
し
て
あ
る
。
苧
保
の
頃
、
朴
山
寺
に
於
い
て
経
鼠

を
捉
へ
た
狛
を
掠
っ
た
所
と
偲
へ
る
。

ネ
コ
デ
ラ
猫
寺

J
リ
ュ
ウ
シ
ョ
ウ
ジ
加
昌

寺。
ネ
コ
ノ
ジ
ゴ
ヲ
猶
の
地
獄

臥
京
郡
輸
品
附
の

最
北
鼎
な
る
加
ぷ
剛
附
涯
に
、
法
部
一
北
米
に
六
米
、

高
さ
八
米
の
向
指
塊
が
孤
放
し
て
海
に
迫
る
も
の
が
あ

る
。
そ
れ
を
獄
の
地
獄
と
群
す
る
。
し
か
し
こ
の
阪

に
菅
る
録
的
腕
を
以
て
足
場
を
作
っ
た
の
を
、
狛
の

爪
艇
に
擬
し
て
名
づ
け
た
の
か
、
或
は
岩
下
に
浸
蝕

に
よ
り
作
ら
れ
た
沙
岩
の
穴
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
約

を
投
ず
る
時
は
一
件
び
上
り
得
ぬ
と
の
刊
M
で
あ
る
か
は

明
ら
か
で
な
い
。

で
あ
る
。

ネ
ア
ガ
リ
マ
ツ
シ
ラ
ヤ
マ
ジ
ン
ジ
ヤ
根
上
松
白

山
神
社

能
業
部
根
上
に
在
っ
た
。
式
内
等
部
社
記

に
、
『
根
上
訟
白
山
耐
枇
。
根
上
村
銀
座
。
今
群
a
白

山
椛
到
。
一泊併
-Eo
此
地
往
昔
白
山
耐
祉
迩
奔
之
地

也。
』
と
あ
る
が
、
今
問
地
に
は
線
上
稲
荷
嗣
祉
を
見

ネ
ア
l
lネ
ス

/ 

ネ
コ
ノ
シ
マ
猫
ノ
島
今
昔
物
問
に
加
賀
閥
詩
=

蛇
鍛
ぬ
-
向
同
行
入
助
ν
蛇
佐
v
h
時
間
が
あ
る
。
加
到
凶

某
郡
の
納
入
等
暴
風
に
よ
っ
て
一
応
に
謀
者
し
た

が
、
そ
こ
に
住
む
大
蛇
の
前
を
容
れ
て
、
そ
の
地
を

奪
ひ
に
来
る
蚊
訟
を
殺
し
た
。
大
蛇
乃
ち
恩
を
謝
し

て
尚
を
納
入
に
奥
へ

、
Hつ
JL
に
敬
へ
て
汝
等
郷
に

侃
ら
ん
と
思
は
ど
我
こ
れ
を
導
く
べ
〈
、
再
び
刷
聞
に

来
ら
ん
と
欲
せ
ば
熊
凶
{
呂
に
斬
っ
て
附
風
を
得
よ
と

い
う
た
。
こ
の
品
は
約
の
島
で
、
快
附
の
日
館
情
閥

廿
古
川
柑
大
宮
か
ら
法
望
す
る
こ
と
が
で
き
ろ
と
、
こ
れ

が
そ
の
梗
撫
で
あ
る
。
こ
の
艇
の
加
賀
凶
及
び
能
管

凶
の
部
名
は
閥
宇
に
な
っ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
加
賀
な

る
は
熊
山
富
か
ら
拙
附
し
て
能
決
初
で
あ
る
こ
と
確
か

で
あ
る
。
能
殺
に
就
い
て
は
大
宮
を
気
多
耐
祉
と
考

へ
て
割
引
咋
の
宗
を
楠
慌
し
た
も
の
が
あ
る
。
し
か
し

今
昔
物
的
の
能
殺
凶
鬼
門
院
屋
防
物
加
に
、
光
の
捕
か

ら
一
日
一
夜
に
し
て
杭
お
に
来
る
と
あ
っ
て
、
こ
の

節
離
は
誇
大
に
失
す
る
が
、
納
品
が
今
の
制
白
島
な

る
こ
と
艇
な
〈
、
防
っ
て
大
宮
は
臥
主
比
古
神
社
で

あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
匁
多
耐
枇
か
ら
は
如
何
な
る

日
和
に
も
望
見
し
得
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
説
話
の

暗
示
す
る
所
は
、
納
品
川
県
川
の
先
占
住
民
に
射
す
る
他

地
方
民
の
特
狐
叩
出
動
を
沼
山
悼
す
る
が
如
〈
、
而
し
て

先
占
住
民
は
似
謀
者
し
た
加
賀
能
楽
部
の
的
人
に
数

援
せ
ら
れ
て
位
入
者
を
限
返
し
、
図
。
て
そ
の
抑
制
耐

を
彼
等
に
説
渡
し
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

ネ
コ
ノ
メ
猶
ノ
白

羽
阿
部
捌

mの
内
の
小
字
。

ホ
ゴ
ヤ
根
子
屋

臥
京
都
内
保
の
内
の
小
字
。

ネ
ゴ
ロ
サ
ダ
ザ
ネ
根
来
貞
貸

迦
抑
制
醤
左
衛
門
。

究
木
元
年
初
め
て
前
間
利
常
に
召
出
さ
れ
て
三
百
石

を
領
し
、
サ
年
四
且
二
十
日
江
戸
御
供
の
途
次
越
市

消
川
に
於
い
て
問
問
。
子
際
網
棚
醐
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

ネ
ザ
メ
ノ
ホ
hm
ル

忠

盛
の
盛

一
加
。
若
者
の

見
聞
し
た
、
旋
回
聞
か
ら
文
化
に
亙
る
金
得
及
，ひ
小
松

地
方
の
事
件
を
録
し
、
岱
時
の
悦
態
を
知
る
に
悩
禿

な
る
史
料
で
あ
る
。
著
者
は
小
訟
の
人
二
口
梨
で
あ

る
が
、
そ
の
脱
獄
が
日
以
総
庖
来
首
で
あ
る
外
は
不
明

で
あ
る
。
本
名
は
一
名
を
蛍
の
光
と
も
い
ふ
が
、
そ

の
文
設
に
は
多
少
の
梢
迩
が
あ
る
。

ネ

シ

マ

怒
島
能
青
山
跡
に、

路
島
郡
悶
村
に
む

島
と
い
ふ
小
山
仰
が
あ
っ
て
、
税
脅
滋
が
存
す
る
。
告

は
大
祭
寺
が
こ
与
に
在
っ
た
と
あ
る
。

ネ
ズ
ミ
ガ
ハ
恩
川

J
ハ
y
-一
ヤ
ガ
ハ

1
0
 

般
若

ネ
ズ

Z
コ
ゾ
ウ
ジ
ロ
キ
チ
鼠
小
僧
次
郎
吉

天

保
中
江
戸
に
大
部
鼠
小
僧
次
郎
吉
が
あ
り
、
治
郎
太

夫
と
も
冊
惜
し
た
。
次
郎
官
が
加
賀
の
出
生
で
あ
る
と

言
は
れ
た
こ
と
は
、
天
保
三
年
六
且
廿
九
日
大
型
寺

間
番
出
淵
新
五
兵
衛
か
ら
家
老
前
問
主
防
に
宛
て
た

次
郎
苦
に
関
す
る
報
告
に
、『
生
凶
御
吟
味
有
之
問
、

加
州
能
柴
郡
小
松
出
生
、
船
底
何
判
官
之
枠
之
同
及
白

朕
。
話
時
mm屋
何
某
家
名
等
鰍
之
旨
及
白
献
。
日
右

に
付
先
越
川
京
本
町
削
寺
へ
、
金
子
百
雨
爾
親
等
之
嗣

堂
に
付
け
候
闘
。
則
五
月
サ
七
日
白
紙
之
闘
に
御
座

候
事
。
』
と
あ
る
の
で
知
ら
れ
る
。

ネ
ズ
ミ
ダ
モ
ン
鼠
多
門

金
期
城
玉
衆
院
丸
よ

り
金
待
出
丸
へ
迎
行
す
る
門
で
あ
る
。
金
城
深
秘
録

に
、
『
玉
泉
院
丸
御
門
・御
土
磁
は
、
利
治
卿
御
隠
居

以
後
被
仰
付
。
県
節
石
垣
樹
立
、
地
形
根
切
仕
陸
、

鼠
移
敗
土
中
よ
り
出
候
放
敗
、
践
多
門
と
名
付
け
ら

れ
、
御
土
磁
の
径
の
色
も
鼠
色
に
被
仰
付
、
叉
長
屋

を
多
門
と
申
故
、
雨
続
愈
て
の
が
口
日
歎
。
』
と
あ
る
。

鼠
践
の
出
た
こ
と
は
俗
説
で
あ
ら
う
が
、
鼠
色
の
墜

を
も
っ
多
門
諮
り
の
城
円
で
あ
っ
た
か
ら
の
名
都
に

は
相
迩
あ
る
ま
い
。
坊
聞
に
鼠
多
御
門
と
い
う
た
が
、

こ
れ
は
御
の
手
の
添
へ
場
所
を
採
っ
た
も
の
で
あ

六
四
七


